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３
月
１９
日
に
開
催
し
た
団

体
交
渉
に
お
い
て
、
左
図
の

回
答
を
会
社
か
ら
引
き
出
し

た
。今

次
春
闘
で
徹
底
的
に
こ

だ
わ
っ
て
き
た
純
ベ
ア
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ

ン
発
足
以
来
最
高
額
と
な
る

「
基
本
給
１
０
�
５
０
０
円

引
き
上
げ
」を
引
き
出
し
た
。

こ
の
水
準
は
、
直
近
１
年
間

の
物
価
上
昇
率
を
上
回
る
と

と
も
に
、
生
産
性
向
上
分
も

加
味
し
た
賃
金
引
き
上
げ
と

し
て
、
会
社
が
「
人
財
へ
の

投
資
」
と
し
て
応
え
た
も
の

と
受
け
止
め
て
い
る
。

夏
季
手
当
に
つ
い
て
は
、

上
期
か
ら
続
い
て
き
た
大
阪

・
関
西
万
博
輸
送
の
集
大
成
、

年
末
年
始
輸
送
の
完
遂
を
は

じ
め
、
こ
の
半
期
に
お
け
る

組
合
員
の
奮
闘
と
成
果
に
対

し
、
「
３
・
１
箇
月
」
の
満

額
回
答
を
引
き
出
し
た
。
安

全
・
安
定
輸
送
の
確
保
、
付

加
価
値
を
高
め
た
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
安
全
安
心
な
地
域

医
療
の
維
持
、
中
央
新
幹
線

建
設
の
推
進
、
グ
ル
ー
プ
一

体
と
な
っ
た
収
益
力
強
化
に

努
め
て
き
た
こ
と
に
対
し
、

会
社
が
夏
季
手
当
と
し
て
過

去
最
高
支
給
月
数
と
な
る
満

額
回
答
で
応
え
た
も
の
と
受

け
止
め
て
い
る
。

ま
た
、
諸
手
当
等
の
改
善

と
し
て
、
「
職
務
手
当
の
支

給
金
額
の
引
き
上
げ
や
、
支

給
対
象
の
拡
大
」
を
実
現
し

た
。
ま
た
、
当
社
沿
線
外
に

事
業
エ
リ
ア
が
拡
大
す
る
状

況
を
踏
ま
え
、「
自
転
車
等
通

勤
者
の
通
勤
手
当
の
見
直

し
」
に
つ
い
て
も
改
善
が
図

ら
れ
た
。
そ
の
一
方
、
職
務

手
当
、
通
勤
手
当
の
い
ず
れ

に
つ
い
て
も
、
な
お
課
題
が

残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
後

の
労
使
交
渉
・
協
議
に
お
い

て
継
続
的
に
議
論
を
積
み
重

ね
て
い
く
。

加
え
て
、
中
央
新
幹
線
建

設
に
係
る
総
工
事
費
の
見
直

し
を
受
け
て
、
組
合
員
が
将

来
に
わ
た
り
安
心
し
て
意
欲

高
く
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
を
整
え
る
観
点
か
ら
、

安
定
的
支
給
ベ
ー
ス
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
議
論
を
深
め

た
。
そ
の
結
果
、
「
期
末
手

当
の
支
給
月
数
に
つ
い
て

は
、
安
定
的
支
給
ベ
ー
ス
以

上
の
支
給
月
数
を
維
持
し
て

き
た
例
年
の
支
給
実
績
を
踏

ま
え
つ
つ
、
人
材
は
最
大
の

経
営
資
源
と

い
う
考
え
の

下
、
社
員
の

貢
献
に
報
い

る
べ
く
、
引

き
続
き
社
員

が
安
心
し
て
意
欲
高
く
働
く

こ
と
が
で
き
る
賃
金
の
水
準

を
維
持
し
て
い
く
」
と
の
見

解
を
引
き
出
し
た
。
こ
れ
は

組
合
員
の
将
来
不
安
の
払
拭

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
今
次
春

闘
に
お
い
て
は
、
賃
金
面
で

の
前
進
と
諸
課
題
に
関
す
る

議
論
の
深
度
化
を
確
認
し

た
。
要
求
に
届
か
な
か
っ
た

点
や
積
み
残
し
た
課
題
は
あ

る
も
の
の
、
こ
の
間
の
組
合

員
の
献
身
的
な
取
組
み
と
努

力
や
想
い
に
対
し
、
会
社
が

真
摯
に
向
き
合
い
、
組
合
員

の
貢
献
に
報
い
る
内
容
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
、
中
央
執

行
委
員
会
は
本
回
答
を
も
っ

て
妥
結
を
判
断
し
た
。

今
次
春
闘
に
お
い
て
も
、

力
強
く
交
渉
を
支
え
て
い
た

だ
い
た
す
べ
て
の
組
合
員
、

関
係
者
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。

会会社社発発足足以以来来最最高高ととななるる月月例例賃賃金金総総額額１１９９，，００００００円円のの賃賃金金引引きき上上げげ�
（（標標準準乗乗数数４４ととすするる定定期期昇昇給給のの年年度度初初完完全全実実施施、、基基本本給給１１００，，５５００００円円引引きき上上げげ、、職職務務手手当当のの改改善善等等））
夏夏季季手手当当３３．．１１箇箇月月満満額額回回答答！！！！
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２０２６春季生活闘争 ≪会社回答≫

１ 新賃金

（１）定期昇給の標準乗数は４とする。

（２）３５歳ポイントの基本給を１０，５００円引き上げる。

（３）職務手当等の見直し下表を参照

（４）日直・宿直手当を以下のとおり引き上げる。

日直手当：５時間を超える場合３００円、５時間以内の場合２００円

宿直手当：８時間を超える場合３００円、５時間以内の場合２００円

２ 夏季手当

（１）支給月数は、３．１箇月分とする。

（２）支給日は、６月３０日以降準備でき次第とする。

〈〈２２００２２６６春春闘闘でで得得らられれたた主主なな成成果果おおよよびび確確認認出出来来たた事事項項〉〉

・自転車等通勤者の通勤手当区分等の見直しを確認（４５km以上
の区分を新設、一部区分の手当額の増額）

・リロクラブにおけるＴＤＲ・ＵＳＪの利用回数について、各
４回から計８回に変更することを確認

・別居手当の支給対象となる社員の家族が、当該社員の単身赴
任中に、持家や家族用社宅など一般補給金を受給していない
住宅から賃貸住宅に転居した場合でも当該賃貸住宅に対して
一般住宅補給金を支給できるようルールを見直すことを確認

・山梨（甲府）地区において単身者用借上げ社宅老朽化の状態
に応じ、順次会社負担で新しい社宅へ転居を実施しているこ
とを確認

・接客制帽について、夏用制帽を通年利用とし、額が触れる部
分が着脱・洗濯可能になるなど、通気性・快適性・メンテナ
ンス性が向上したことを確認


